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第6章 は結 論で あ る.本 論文 で は,従 来 の方法 で は実現不 可能 で あ った低 接 触力の安 定 形状 測 定 原理 を確 立 し,
オンマ シ ン計 測 シス テ ムへ の展 開 まで 実現 した.更 に,非 接 触 式 の観 点か らも大面積 ・高NA形 状 の評 価が 可 能
と




の役割が極めて重要となっている。その意義は画質の高精度化だけでなく製品のコンパク ト化や低 コス ト化さらには新技
術創出と・機能向上に加えて得 られる産業的付加価値も極めて大きい・こうした産業の発展に伴って高まる性能(高精度.






第1章 は緒論であ り,研究の背景 と目的について述べている。
第2章 では,接触式形状測定の高精度化について述べている・接触式最大の課題であった レンズへのダメージ,これを





























測システムへの展開まで実現 した。更に,非接触式の観点からも大面積 ・高NA形 状の評価が可能 となる干渉計測方法を
提案 している。これらの取 り組みは今後更なる展開が期待できるものであり産業の発展に寄与するところが少なくない。
よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
286
